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4)辰巳格 ･千田道雄 ･三品雅洋 ･大山雅史 ･外









































































3)伏見ft夫 ･伊集院睦雄 ･佐久間尚子 ･田中正

























































18)佐久間尚子 ･田中正之 ･伊集院睦雄 ･伏見出
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認知学習分野
小嶋群三 ･正高信男 ･中村克樹･
南雲純治l)･小田 亮2)･杉浦秀樹3)
(研究概要)
A)霊長類の聴覚と音声の研究
小嶋群三
チンパンジーで聴覚一視覚の感光PLJlマッチ
ングの研究を行った｡ヒトの音声による性の弁別.
それと音声の既知性とのインタラクションを検討
した.また､オノマトベを利用した音JTfT岬泊の理
解を検討中である｡
B)老齢ザルの認知槻随の研死
小嶋紺三 ･久保柄杓子4)
加齢に伴う認知他紙の低下を明らかにする
目的で､老齢ニホンザルのパターン弁別､迎統位
田逆転の成約を若坪のサルと比較している.
C)PETを用いたヒトの認知機能の研究5)
小嶋群三 ･雨空純治･中村克樹 ･佐藤暢～針)
PETを用いて高次認知機能に関わる脳部位
の同定を行っている｡本年度は､運動の実施と呪
察に関わる脳の活動を検討した｡その時､口唇郡
の運動､上腕手指の運動､後者について道ftに関
わる運動の影響を調べた｡その他､招四 ･招S･泊
の認識､椀物のネーミング､祝紋の詑m､例や凪
党の弁別などに関わる脳即位を調べた｡
D)霊長規のコミュニケーションの比較行動学
正苅信刀
ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニ
ケーションの比較研究を行っている｡
E)サル側頭柴腹内側部のニューロンの視覚応答
性の研究
中村克樹 ･佐藤暢故
サル側頭柔膜内側郡 (海馬傍回など)の視
覚機能における役割を明らかにするため､注視課
題や弁別課題中の視覚刺激に対するニューロンの
応答性を解析している｡
1)技官 2)教務職n(平成11年1月まで)
3)日本学術拐粥会特別研死fl(平成10年12月ま
で)COE非常勤研死n (平成11年1Fl)教務職
fl(平成11咋2､3月)
4)共同利用研究f1
5)東北大加齢医学研究所,長寿医療研究センタ
ー､慶応大学文学部との共同研究である｡
6)大学院生
7)東北大加齢医学研究所.長寿医療研究センタ
ーとの共同研究である｡
-41-
